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松﨑 美穂子さん
子育てママが“ほっと”する場所を

特定非営利活動法人　
子育て支援ネットワークとくしま　理事長

Q 活動を始めたきっかけは？
　結婚を機に、遠く奈良から徳島に
やってきました。子どもが産まれ、知らな
い土地での初めての子育てでしたが、
知り合いもいなく、子育ての情報も今の
ようにはありませんでした。団地での二
人の子育て、気が付けば、子どもに見
せる笑顔も消えていて、「これじゃ、い
けない」と思いました。親子がくつろげ
る空間が必要だと痛感しました。

Q 「すきっぷ」ではどのような活動をさ
れていますか？
　平成5年に「徳島子育てネットワーク
くすのき」を結成し、子育て支援のボラ
ンティア活動を始めました。その後、「子
育て支援ネットワークとくしま」に名称を
変更し、平成14年にＮＰＯ（非営利活
動団体）法人を取得して、徳島市のか
ごや町商店街に「すきっぷ」の運営を
徳島市より委託を受け始めました。こ
の間、試行錯誤の連続でしたが、「す
きっぷ」という活動拠点を得られたこと
は、とても幸運でした。
　スタッフは全員母親で、保育士や幼
稚園教諭、助産師、子育てアドバイ
ザー、ベビーマッサージインストラクター
などがいます。０～３歳児とその家族ら
が気軽に立ち寄って遊んだり、母親ど
うしが子育て情報を交換したり、育児
の相談ができる場を提供しています。
商店街にこんな場所があるって、素敵
ですよね。

子育てほっとスペース すきっぷ
開館時間／10：00～16：00【利用無料】
休館日／毎週水曜日、第1・3日曜日
　　　  （変更する場合あり）
所在地／徳島市籠屋町1丁目１４番地
　　　　（かごや町商店街内）
電　話／088-626-5454
http://www.knet-tokushima.jp

Q 様々なイベントも開催されていますね？
　「転勤族ママの日」「みつごちゃん
DAY」「保健師さんの育児相談」「パ
パ講座」「ふたごちゃんＤＡＹ」「助産師
さんのベビーデーやマタニティデー」な
どのイベントを毎月開催しています。ど
なたでも参加できるので、その立場を
理解したり、先輩ママ・パパからアドバ
イスがもらえると好評です。詳しくは、
「すきっぷ通信」などでお知らせしてい
ます。
　また一昨年から、徳島県の事業で、
家庭訪問型子育て支援もスタートしま
した。「待つ支援」から「届ける支援」へ
と拡大することで、外出しづらい、頼れ
る人が身近にいないといった母親らを
サポートしています。

Q 生まれかわったら、どこに住みたい
ですか？
　自然豊かな徳島かな。私は徳島に
嫁ぐことになり、つながりのなかった土
地での生活を今でも時々不思議に思
います。
　徳島で子どもを産み、子育てをする
ことで、たくさんのご縁と支えを頂きまし
た。感謝の気持ちを、これから子育て
する方にと、微力ではありますが、「徳
島での子育てを楽しむ」お手伝いがで
きればと思っています。
　少しでもお役にたてれば幸いです。

平成27年3月発行予定

次号予告 冊子の設置場所
１２市町村役場／徳島市立図書館／小松島みなと交流センターkocolo／道の駅「ひなの
里かつうら」／いっきゅう茶屋／佐那の里／ＪＲ石井駅／神山温泉／松茂町歴史民族資料
館／北島町立図書館・創世ホール／藍住町立図書館／あせび温泉／技の館 ほか

■ 市町村特集 石井町・上板町
■ 定住自立圏取組情報
■ ブランドのチカラ
　 プレゼントが当たるクイズもあります。

［参加市町村］
徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・石井町・
神山町・松茂町・北島町・藍住町・板野町・上板町

共にいきいき暮らす健康いたの21
～食と運動で健康な町に～

ふるさと さなごうち
なつかしい風景に出会えるところ

■   歴史のヒント

■     市町村特集

■   定住自立圏取組情報

吉野川とともに［石井町］

■   ブランドのチカラ

■    クイズで商品ゲット

藍住町新作物研究会［藍住町］
阿波之里［松茂町］
いろどり晩茶生産組合［上勝町］

ご自由にお取りください

「徳島東部地域定住自立圏」とは！？「結ぶ」って！？
徳島市を中心として周辺の11市町村と連携して「徳島東部地域定住自立圏」を形成し、12市町村が役割分担
しながら連携・協力することで圏域全体の発展に向けたさまざまな取り組みを展開しています。本誌は徳島東
部12市町村の住民の皆さんが「徳島東部地域定住自立圏」の魅力を知り、取り組みに参加することにより、市
町村の枠組みを越えて、お互いが交流し結びつきを深める「＝結ぶ」ことを目的として発行しています。

病児・病後児保育
広域利用推進事業
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▲気軽に立ち寄れるアットホームな雰囲気

▲親子で楽しめるイベントを毎月開催

▲子育て情報もたくさんあります

▲「すきっぷ」のスタッフとともに

 板野町
佐那河内村
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吉
野
川
と
と
も
に

国
指
定
重
要
文
化
財『
田
中
家
住
宅
』

田中家住宅
名西郡石井町藍畑字高畑705
℡088-674-0707

石井町教育委員会
名西郡石井町高川原字高川原121-1
℡088-674-7505

■見学/大人300円(説明あり500円)
　子ども無料(説明あり200円)
■公開日時/日曜・祝日
　10:00～16:30(平日は要予約)

　
石
井
町
藍
畑
は
吉
野
川
南
岸
沿

い
に
広
が
る
地
区
で
す
。現
在
の
よ

う
な
強
固
な
堤
防
が
築
か
れ
る
前
、

吉
野
川
は
毎
年
、氾
濫
を
繰
り
返

し
多
く
の
被
害
を
こ
の
地
区
に
与

え
て
き
ま
し
た
。反
面
、藍
が
好
む

土
壌
を
作
り
出
し
て
も
き
ま
し

た
。藍
作
り
は
稲
作
が
出
来
な
い
こ

と
の
代
替
で
あ
り
、吉
野
川
と
の
共

存
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
石
井
町
藍
畑
に
あ
る
田
中
家
も

吉
野
川
の
氾
濫
に
苦
し
む
藍
商
の
ひ

と
つ
で
し
た
。寛
永（
1
6
2
4
〜

1
6
4
3
年
）の
頃
に
初
代
、播
磨

屋
与
右
衛
門
が
入
植
し
て
以
来
、屋

号
を
（
か
ね
き
ゅ
う
）と
呼
び
、

代
「々
す
く
も
」や
藍
玉・青
藍
を
製

造
販
売
し
て
い
ま
し
た
。現
在
の
屋

敷
は
三
軒
目
で
安
政
元
年

（
1
8
5
3
年
）頃
よ
り
造
成
に
か

か
り
、明
治
20
年（
1
8
8
7
年
）ま

で
の
約
30
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成

し
ま
し
た
。各
建
物
は
建
設
以
来
、

大
き
な
改
造
を
さ
れ
な
い
ま
ま
保

存
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、昭
和
51
年

2
月
に
敷
地
と
と
も
に
11
棟
の
建
物

が
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、同

年
11
月
よ
り
各
建
物
の
解
体
修
理

が
行
わ
れ
昭
和
56
年
6
月
に
建
築

当
初
の
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

田中家の防災と防犯の一
端を紹介しましたが知恵と
アイデアは現在に通ずる貴
重なヒントになると思われま
す。この機会に藍で一時代
を築いた豪商を訪ねてみて
はいかがでしょうか。

田中家住宅
表門を入ると藍の製造に欠かせない広い庭があり、奥へ行くほど高い構造になっています。正面から見る限り敷地の高さは感じられません
が、いったん外に回るとその大きさ、広さが分かってきます。南北50ｍ、東西40ｍで撫養石と青石で積み上げられた土台に主屋などの主要
な建物がバランスよく配置されています。

防災と防犯からみる田中家住宅

[石垣]
北西の角から南と東に広がっています。高い
ところは2ｍを越し段々、低くなっています。
これは吉野川の氾濫した水の流れを拡散す
る役目があります。積み重ねた石と石の隙間
はほとんどなく、過去に家を流された苦い経
験が緻密な石積みから伺えます。

[地震戸]
玄関の引き戸は大きな戸のなかに小さな戸が作ら
れ、もし地震で大きな戸が開かない場合でも小さな
戸を開けて避難できるようになっています。

[消火器]
江戸時代の消火器でピストル型
になっています。レバーを引くと
粉末が飛び散り消火します。

[門の扉]
門の両方を閉めても小さな扉
から、出入り出来るようになっ
ています。小さい扉を開ける
と鈴が大扉に響き、主屋に聞
こえるようになっています。

歴史  ヒント

石井町

[平型舟]
藍納屋の軒先に吊られている平型
舟は洪水で流された人の救助や、孤
立した家に食料を運ぶために備えら
れていました。昔の助け合いの精神
が垣間見えます。

[屋根]
葦葺き屋根の主屋は敷地内の
どの建物より高く、万が一瓦屋
根より上に水があがって来た時
には、葦葺き屋根を切り離しそ
れに乗り避難するようになって
います。

Hint of history

久

17代 当主 田中 誠さん

　
本
事
業
の
実
施
施
設
の
一
つ
、田
山

チ
ャ
イ
ル
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
田
山
正

伸
院
長
に
、お
話
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
を
実
施
し
た
理
由
は
？

田
山
院
長
：
以
前
か
ら
ク
リ
ニッ
ク
に

来
院
さ
れ
た
方
か
ら
の
ご
要
望
は
あ

り
ま
し
た
。全
国
的
に
見
て
も
10
年
以

上
前
か
ら
行
っ
て
い
る
ク
リ
ニッ
ク
も
あ

り
ま
す
。徳
島
市
か
ら
お
話
が
あ
っ
た

時
点
で
良
い
機
会
だ
と
思
い
、こ
の
事

業
に
取
り
組
む
た
め
に「
病
児
保
育
所

ラ
ミ
イ
」を
併
設
し
ま
し
た
。

　
　 

利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
？

田
山
院
長
：
ク
リ
ニッ
ク
と
の
併
設
な

の
で
、医
師・看
護
師・保
育
士
が
常
駐

し
て
い
る
の
で
安
心
で
き
る
、と
好
評
で

す
。子
ど
も
は
急
に
病
状
が
悪
化
し
た

り
、と
て
も
不
安
定
な
た
め
ク
リ
ニッ
ク

と
の
併
設
は
保
護
者
の
方
に
と
っ
て
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。共
働
き
や
核
家
族
化
が
進
む
な

か
、今
後
ま
す
ま
す
需
要
は
増
え
ま
す

ね
。参
加
市
町
村
も
増
え
て
広
報
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、か
な
り
浸

透
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　  

今
後
の
課
題
は
？

田
山
院
長
：
現
在
6
人
の
受
け
入
れ

定
員
と
な
って
い
ま
す
が
、利
用
さ
れ
る

方
は
い
つ
何
時
来
院
さ
れ
る
か
予
想
が

つ
か
な
い
の
で
、保
育
場
所
や
対
応
人

員
の
手
配
に
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。必
ず
事
前
に
連
絡
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。今
後
は
も
っ
と
多
く
の
小

児
科
や
内
科
の
あ
る
医
療
機
関

が
こ
の
事
業
に
参
加
さ
れ
た
ら
、利
用

さ
れ
る
方
の
利
便
性
が
広
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

病
児
保
育
は
単
に「
子
ど
も
が
病
気

の
時
に
保
護
者
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
の

世
話
を
す
る
」こ
と
を
意
味
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、健
康
で
あ
って

も
病
気
の
時
で
あ
って
も
、子
ど
も
の
ト

ー
タ
ル・ケ
ア
が
保
障
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

徳島市　

小松島市
●徳島赤十字乳児院 Tel.0885-32-0555
石井町
●伊勢内科小児科 Tel.088-675-0535
藍住町
●富本小児科内科 Tel.088-678-2111
北島町
●北島こどもクリニック（平成26年10月から実施予定）

徳島東部地域定住自立圏共生ビジョンの連携事業

病児・病後児保育
広域利用推進事業
　国が掲げた地域振興策である「定住自立圏構想」のうち、生
活機能の強化に係る分野において、安心して子育てができる
環境の整備が求められています。このため、圏域内における就
労形態の変化や女性の社会参加の拡大などにより、多様化す
る保育ニーズへの対応として、自治体の枠を越えた効果的な
施策を推進しています。
　子育て環境の充実策として、平成２４年４月から「病児・病後児保育広域利用
推進事業」を連携２市２町１村で始めました。平成２６年３月末で実施している
医療機関等７施設で合計３，５４５人の利用があり、平成２６年４月からは徳島東
部１１市町村が連携することになりました。
　この事業は、病児・病後児保育事業（概ね１０歳未満のお子さんが病気中や病
気の回復期にあって、かつ保護者の方が就労しているなどの理由で家庭保育が
できない時に、一時的に預かる事業。）の広域利用により、圏域内の子育てサー
ビス提供基盤の安定を図るものです。病児・病後児ルーム クリニックでのお知らせ

田山チャイルドクリニックの田山院長

田山院長は一般社団法人全国病児
保育協議会の徳島支部長として、県
内や全国の方 と々意見交換や情報
交換をされています。

●藤岡クリニック Tel.088-622-0012
●田山チャイルドクリニック Tel.088-633-2055
●愛育小児科 Tel.088-612-7795
●えもとこどもクリニック Tel.088-664-8580
●ひなたクリニック Tel.088-678-5461

実施施設

表側裏側

の

まず、お問い合わせください
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食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業

板
野
町
ふ
る
さ
と
味
づ
く
り
研
究
会

　

板
野
町
は
澄
ん
だ
空
気
と
き
れ
い

な
水
に
恵
ま
れ
、と
て
も
お
い
し
い
食

べ
物
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。土
地
で
採

れ
る
お
い
し
い
野
菜
や
旬
の
食
べ
物
が

四
季
を
通
じ
て
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

町
で
は
自
分
の
体
を
作
る
食
に
つ
い

て
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、食

の
大
切
さ
に
気
付
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

板
野
町
ふ
る
さ
と
味
づ
く
り
研
究

会
は
平
成
2
年
8
月
、も
っ
と
地
域

の
特
産
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
、も
っ

と
板
野
町
の
こ
と
を
知
って
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、町
内
の
女
性
た

ち
で
立
ち
上
げ
た
地
産
地
消
グ
ル
ー

プ
で
す
。町
の
特
産
品
の
れ
ん
こ
ん
や

人
参
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
れ
ん
こ
ん

ク
ッ
キ
ー
や
に
ん
じ
ん
ゼ
リ
ー
。ま
た
、

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
を
使
っ
た
米
粉
の

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
様
々
な
お
菓
子

を
商
品
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、食
育
活
動
の
一
環
と
し
て

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
講
師
や

「
い
ろ
ど
り
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ん
ど
徳
島
と
大
塚
製
薬
徳
島
板
野

工
場
を
巡
る
コ
ー
ス
で
、風
車
の
丘
か

ら
は
徳
島
平
野
と
吉
野
川
が
一
望
で

き
、普
段
通
行
で
き
な
い
園
内
の
管

理
道
路
な
ど
豊
か
な
自
然
も
見
ご
た

え
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
森
脇
健
児
さ

ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、地
産

地
消
ブ
ー
ス
で
は
板
野
町
の
特
産
品

を
使
用
し
た
飲
食
や
ス
イ
ー
ツ
を
販

売
し
ま
す
。そ
の
他
徳
島
ラ
ー
メ
ン
の

名
店
や
移
動
販
売
車
な
ど
が
多
数

登
場
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

あ
さ
ん
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フェス
タ
in

い
た
の
受
付
事
務
局

電
話088-672-7040

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

 

in
い
た
の
11
月
16
日
開
催

　

昨
年
は
、大
会
5
周
年
記
念
を
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
年
は
、町
制
施
行
60
周
年
記

念
事
業
の一環
と
位
置
付
け
、よ
り
皆

さ
ん
に
興
味
関
心
を
抱
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
ま
す
。同
フ
ェス
タ
は
、「
環

境
と
健
康
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、

板
野
町
阿
讃
地
区
を
中
心
に
あ
さ
ん

山
脈
の
自
然
を
体
いっ
ぱ
い
に
感
じ
な

が
ら
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

　

10
㎞
い
た
の
あ
さ
ん
コ
ー
ス
の
募
集

期
間
は
す
で
に
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

当
日
受
付
の
4
㎞
ま
め
っ
ち
ゃ
コ
ー
ス

は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

と
し
て
は
最
適
で
す
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
あ
す
た
む
ら

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

第
22
回
町
民
ラ
ジ
オ
体
操
会

7
月
19
日

　

平
成
26
年
度
は
町
制
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。記

念
事
業
の一つ
と
し
て
第
22
回
町
民
ラ

ジ
オ
体
操
会
を
開
催
し
ま
し
た
。町

で
は
皆
さ
ん
の
最
も
身
近
な
運
動
、

ラ
ジ
オ
体
操
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。平
成
4
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
で
22
回
を
迎
え

ま
し
た
。当
日
は
早
朝
に
も
か
か
わ

ら
ず
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

約
1
5
0
人
の
参
加
者
が
、板
野
町

田
園
パ
ー
ク
町
民
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

に
集
合
し
、朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気

を
胸
一
杯
に
吸
い
込
ん
で一
汗
を
流
し

ま
し
た
。

希
望
者（
申
請
済
）は
60
件
に
な
り
、

す
で
に
1
世
帯
2
人
の
方
が
お
住
ま

い
に
な
って
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、現
在
全
国
の
自

治
体
で
も
同
様
の
課
題
に
対
し
定
住

促
進
事
業
が
進
行
し
て
お
り
、本
村

と
し
て
は
そ
の
差
別
化
を
図
る
た

め
、村
の
特
徴
で
も
あ
る
自
然
を
活

か
し
た
地
域
活
動
を
今
ま
で
以
上
に

行
って
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

園
瀬
川
自
然
体
験
教
室 

8
月
20
日

　

カ
ヌ
ー
体
験
、魚
取
り
名
人
講
座
、

鮎
し
ゃ
く
り
漁
体
験
、環
境
指
標
生

物
採
取（
川
の
学
習
）、ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
地
元
の
5
つ
も
の
連
携
団
体
の
協

力
を
得
て
青
少
年
育
成
佐
那
河
内

村
民
会
議
主
催
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。村
内
外
か
ら
約
40
人
の
参
加
が

あ
り
、地
域
の
自
然
環
境
や
資
源
を

再
発
見
し
交
流
や
そ
の
関
わ
り
を
多

く
取
り
入
れ
ま
し
た
。村
の
魚
取
り

名
人
が
魚
の
生
息
す
る
所
や
取
り
方

を
指
南
し
た
り
、園
瀬
川
に
棲
む
水

生
生
物
を
採
取
し
、そ
の
特
徴
や
生

態
を
学
び
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活
動

は
中・長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、村

の
自
然
環
境
や
資
源
を
見
つ
け
、伝

承
し
地
域
の
方
と
の
関
わ
り
や
交
流

を
推
進
し
地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

佐
那
河
内
村
の
重
点
施
策
の
中
で

も
、定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。現
在
の
人

口
は
2
6
0
0
人
ほ
ど
で
す
が
、国
の

研
究
機
関
に
よ
る
と
、26
年
後
の

2
0
4
0
年
に
は
1
4
0
0
人
に
な

り
、さ
ら
に
、二
人
に一人
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。人
口
対
策
は
村
に
と
っ
て
待
っ

た
な
し
の
課
題
で
す
。一
方
で
、「
自
然

豊
か
な
農
山
村
に
移
住
し
た
い
」「
田

舎
で
ゆ
っ
く
り
生
活
し
た
い
」な
ど
、

移
住
を
希
望
す
る
方
の
需
要
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

村
役
場
で
も
、そ
ん
な
要
望
に
応

え
る
た
め
空
き
家
情
報
活
用
制
度

「
空
き
家
b
a
n
k
」を
平
成
18
年

に
創
設
し
、利
用
希
望
者
と
空
き
家

所
有
者
と
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。本
年
7
月
末
現
在
、空
き
家

b
a
n
k
に
登
録
さ
れ
て
い
る
利
用

小さい時から自分自身も自然にふれてきたので、結
婚を機に村に来た時もごくごく普通でした。でも、
やっぱり今の村の子らでも自然に触れ合う機会が
減っていると気づき、村内の子育て中のお母さんら
10人程と同クラブを立ち上げました。村には全国的
にみても珍しい川の遊泳場「嵯峨川遊泳場」があり
ます。遊泳禁止など危険なことはさせない風潮のな
か、近隣の方や行政や学校が一緒になって守って
います。これは、単に自然を体験するだけでなく、子
ども自身に安全管理などを学びながら楽しむことが
できるんです。村はとてもこじんまりしているけど、行
政と村民との距離が近いんですよ。　

板野町佐那河内村

ふ
る
さ
と 

さ
な
ご
う
ち

な
つ
か
し
い
風
景
に

出
会
え
る
と
こ
ろ

彦上 亜依さん
現在、小学3年生～中学2年
生の4人の子どもらの子育て
真っ最中。旧鴨島町出身。

「さなごうちアウトドアクラブ」
代表

登録募集 希望者募集

利用者申請

空き家紹介

希望報告

連絡・了解

空き家登録

広報・ホームページ
で周知・募集

当事者間で直接交渉・契約

PICK UP

にんじんゼリー

カヌー体験

共にいきいき暮らす
健康いたの21

～食と運動で健康な町に～

空
き
家
所
有
者

利
用
希
望
者

村
役
場

空き家情報活用制度の仕組み



藍住町新作物研究会(会員42名)
●板野郡藍住町奥野字矢上前52-1
　(藍住町役場　経済産業課内)
●TEL088-637-3120
●FAX088-637-3152
●http://shinsakumotu.com

いろどり晩茶生産組合
●勝浦郡上勝町大字生実字片山9-2
●TEL0885-46-0558
●http://www.irodori-bancha.com
●メール kamikatsu@irodori-bancha.com

徳島観光ステーション 阿波之里
●徳島市川内町大松252番地4
●TEL088-666-2500
●FAX088-666-2501
●http://www.awanosato.com

藍住町を代表する農作物の
ひとつに春夏ニンジンがあり
ます。かつて冬には数え切れ
ないほどのニンジン栽培用ト
ンネルが連なり、風物詩とも
いえる光景が広がりました。そ
んな様子も徳島市に近くベッ
ドタウンとして農地が宅地や
商業地に転用されてきたこと
と、ニンジンの市場価格の低
迷が進んできたことで変わっ
てきました。
藍住町新作物研究会は、ニ
ンジンのみに頼る農家経営

から脱却し、市場に出回って
いない新しい野菜や、他産
地にない農作物を栽培する
ための情報交換や栽培技術
向上のために平成13年に
発足しました。現在の取り組
みは核家族化に合わせたミ
ニ大根、ミニちんげんさい、ミ
ニかぼちゃなどのサイズの小
さい野菜の栽培や、素材を
生かしたジャムやドレッシン
グ、切干大根などの加工品
の製造・販売を行い経営の
安定化に努めています。

現在、徳島観光ステーション
阿波之里は徳島市川内町
に移転していますが、芋よう
かん「月見か咲き」が誕生し
たのは松茂町でのことです。
松茂町商工会が地元住民
から挙がった町を代表する
商品が欲しいとの意見に応
え、県や町、JA松茂などと共
同で商品化したものです。当
初、松茂町内の和菓子屋で
製造されていたものを阿波
之里が移転後も引き継ぎ、
自社店舗で製造・販売して
います。
良質で甘味の深い「松茂美
人」だけを使用した芋ようか
んは、こだわりの逸品として
徳島を訪れた観光客などに

人気の商品となっています。
昨年9月にはJTBなどが主
催する第7回日本おみやげ
アカデミーグランプリの菓子
部門において、栄えある金
賞を受賞し、知名度アップや
販売促進に弾みがつきまし
た。阿波之里、徳島とくとく
ターミナル、阿波おどり空港
内店舗などで販売中です。

mu s u b u 5

Power of BRANDPower of BRAND

阿波之里
松茂美人の深い甘味と上品な口どけ

藍住町新作物研究会 ［藍住町］［松茂町］いろどり晩茶生産組合
食べる健康晩茶

［上勝町］

新しい産地として意欲的に活動

官製はがきに、①クイズの答え、②プレゼントの希望の商品名、③郵便番号・住所・
氏名・年齢・電話番号、④本誌「結ぶ」に対する感想や要望を、ご記入の上 
〒770-8571 徳島市幸町2-5 徳島市企画政策課内「結ぶ」プレゼント係 へ
平成26年12月15日（必着）までにお送りください。
（お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します）

【当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます】

mu s u b u6

Vol.5

　　　

PRESENT

応募方法

PRESENTPRESENT

芋ようかん 月見か咲き
1本入り
（5名様）

　　　

PRESENTPRESENT

晩茶ふりかけ
さけ、かつお各2個
（3名様）

PRE
SENT

板野町ふるさと味づくり研究会　会長　新名純子さん（写真中央）
生粋の板野町人。二人の子育ても卒業し今は主人と母の三人暮らし。23人のスタッ
フに恵まれ、お互い意見を交わしながら町で収穫された農産物を加工しています。写
真のにんじんゼリーは春に町で収穫されたものをペースト状にして一時保存。その
時々の需要を待ってゼリーに加工します。評判もなかなかGoodなんですよ。町のイベ
ントなどに試食もしていただいています。これからも、もっと子どもたちに食の安全や大
切さを訴えていきたいです。

板野郡板野町は平成26年度
町制施行○○周年です。
（○○内の数字を入れてください）

問題

クイズに答えて
「ブランドのちから」商品をゲット
正解者の中から抽選で11名様に、プレゼントが当たります。

※ヒントは3ページ本文にあります。
Q

ブランドのチカラ

深い緑と木々に覆われた上
勝町生実に「いろどり晩茶
生産組合」はあります。上勝
町は全国に知れた葉っぱビ
ジネスの彩の他に、阿波晩
茶でも有名です。
いろどり晩茶生産組合は平
成24年に起業した若い組
合ですが、飲むお茶だけに
限らず新しい商品を次々開
発するなど意欲的に取り組
んでいます。今年3月には晩
茶を粉末にしてワカメなどと
混ぜた「晩茶ふりかけ」（さけ
味、かつお味の2種類）を発

売しています。原材料は鳴
門の旨味の強い塩と、鳴門
のワカメを晩茶とブレンドした
親しみのある商品に仕上げ
ています。「徳島風味のお茶
漬け」をコンセプトに、健康に
良いとされる晩茶を、多くとれ
るように粉末にして食べるお
茶を開発しました。
売れ行きは上々でインター
ネットでの直接販売の他、阿
波之里・徳島とくとくターミナ
ル・あるでよ徳島・とくしまマ
ルシェなどで販売していま
す。

　今年は残念ながら、雨の中の開催となって

しまった「ひょうたん夏祭り」。北島町の一大イ

ベントも終わり、秋の気配がしてきました。

　今年の秋は読書の秋か、食欲の秋か…。

休日は町立図書館に出向いて本の世界に

浸るのも良し。ギャラリーで芸術的な感性を

高めるも良し。食べ歩きも捨てがたい…（笑）

思いがけずカロリーオーバーしてしまったら急

いでサンビレッジ北島のジムに駆け込むも良

し！考えるだけでわくわくしてきますね。

　近々、町のホームページをわかりやすく、見

やすく、探しやすくなるようにリニューアルする

予定です。イベント情報や施設情報等々の

町の最新情報をチェックしてみてください。ま

た、ページを案内する北島町公式キャラク

ターも新しく登場予定なので要注目です☆最

新情報をいち早く手に入れて、今年の秋を思

いっきり楽しみましょう！

　今年は、大雨の夏であった。度重なる大

雨・洪水警報の発令、避難準備情報、避難

勧告、避難指示と警戒情報が交錯する。

　そんな中、住民はどうすればよいのか。戸

惑いつつも夜とあってはどうしようもない。動

けない。そんな不安な日が何度となくあったこ

とは、まだ記憶に新しい。

　甚大な被害があった広島市の土砂災害、

阿南市、那賀町での浸水被害。南海トラフ

巨大地震も近い将来なのか？災害は突然

やってくる。自然の猛威は予知できないこと

を教訓としよう。

　防災・減災対策、当然急がねばならない。

一方、行政対策にも限界がある。異常気象

の勃発する昨今、警戒情報に慣れ行動が

遅れることが一番の心配だ。身を守る早め

の行動を！

ペンネーム  ぼうさい君（勝浦町）

編集雑記
ペンネーム  おでん（北島町）

表紙の写真

待ったなし

※商品が揃わないときは野菜詰合せに
　変わる場合あります。

大根ドレッシング・
大根ジャム・切干大根
などの詰合せ
（3名様）

▲藍住町新作物研究会 会長の
　安﨑さん(右)と理事の坂野さん。

▲新作のトマト

▲あんちゃんふぁ～むの安﨑さんご家族と、
農場で働く若手担い手の皆さん(後列3人)


